
2022年6月4日(土) 14:00～16:10　フェニーチェ堺 小ホール  
主催＝与謝野晶子倶楽部　共催＝さかい利晶の杜　後援＝堺市／堺市教育委員会
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ギャラリー展 アートで彩る晶子の姿

●与謝野晶子倶楽部会員や泉陽高校文芸部による書道・華道・絵画・文芸などの芸術展を開催します。
　会　期＝令和4年5月14日(土)～6月5日(日) 　華道は6月4日(土)、5日(日)のみ　
　　　　　午前9時～午後6時（入館は午後5時30分まで）　
　会　場＝さかい利晶の杜　2階企画展示室、1階茶室ほか
　観覧料＝一般300円、高校生200円、中学生以下無料（専用ハガキをお持ちの方は無料）
　　　　　※「千利休茶の湯館」「与謝野晶子記念館」の観覧料でご覧いただけます。
　主　催＝与謝野晶子倶楽部　共催＝さかい利晶の杜

企画展 館蔵の逸品―利晶の杜の収蔵庫から―

●堺のお宝たちに出会う！
　会　期＝令和4年5月14日(土)～6月12日（日）
　　　　　午前9時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
　会　場＝さかい利晶の杜　2階企画展示室
　観覧料＝一般300円、高校生200円、中学生以下無料
　　　　　※「千利休茶の湯館」「与謝野晶子記念館」の観覧料でご覧いただけます。
　主　催＝堺市　協力＝与謝野晶子倶楽部

与謝野晶子没後80年パネル展 与謝野晶子の生涯と表現

　●与謝野晶子の生涯と表現世界を20枚あまりのパネルでご紹介します。
　会　期＝令和4年6月7日(火)～6月12日（日）
　　　　　午前9時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
　会　場＝さかい利晶の杜　2階企画展示室
　観覧料＝一般300円、高校生200円、中学生以下無料
　　　　　※「千利休茶の湯館」「与謝野晶子記念館」の観覧料でご覧いただけます。
　主　催＝堺市　共催＝与謝野晶子倶楽部

 SAKAIマルシェ  晶子のことば―自分らしく生きるということ―

●晶子のことばから自由と自立を学び、自分らしさを見つけられるイベントやワークショップを開催します。　
　会　期＝令和4年6月12日（日）　午前11時～午後4時　荒天中止
　会　場＝さかい利晶の杜　観光案内展示室・フロントコート
　主　催＝さかい利晶の杜

表紙絵： 復刻版『青鞜』第1巻第1号（日本近代文学館蔵）（部分）

晶子画像： 文化学院蔵

イベントのご案内

晶子フォーラム 2022



ヴォーチェ・コン・カローレ
指揮：酒井アイ子　ピアノ：濱﨑好日

「小曲五章」 より

　いずくにか　うら淋し　ばらの花
　わが手の花　子供の踊り
　（作詩：与謝野晶子　作曲：信時潔　編曲：齊藤正浩）

Chor.Draft
指揮：坂井威文　ピアノ：濱田大慶

与謝野晶子の詩による同声合唱小品集「歌」より

　歌は歌に　我歌　我友
　(作詩:与謝野晶子　作曲:石若雅弥)

大阪府立泉陽高等学校音楽部
指揮：石毛明生　ピアノ：岡室美鈴

混声合唱とピアノのための「Aの字の歌」より

　Aの字の歌
　(作詩:与謝野晶子　作曲:石若雅弥)

合同合唱
指揮:石若雅弥　ピアノ:石毛明生

混声合唱曲「君死にたまふことなかれ」
    (作詩:与謝野晶子　作曲:石若雅弥)

ヴォーチェ・コン・カローレ　Chor.Draft
コールいづみ有志　大阪府立泉陽高等学校音楽部　

講師＝道浦母都子
1947年、和歌山市生まれ、大阪府立北野高等学校卒業、
早大文学部演劇専攻課程入学、早大在学中に『未来』に
入会、近藤芳美に師事。1981年第一歌集『無援の抒情』
で現代歌人協会賞を受賞。現在、『未来』選者。歌集8冊、
その他、エッセイ、小説、絵本も手がける。

1981年大阪生まれ。京都市立芸術大学作曲専攻卒業。在学中、作曲を松本日之春・前田守一・中
村典子、ピアノを服部久美子、声楽を故灘井誠の各氏に師事。合唱作品を中心に出版楽譜は100
冊以上で、どこか懐かしさを感じさせるその作風は幅広い層から好評を得ている。　作曲の傍ら、関
西を中心に10数団体の合唱団の常任指揮者・音楽監督などを務めるほか、全国各地で客演での
演奏、講習会やコンクール審査員なども精力的に行うほか、多数の合唱団のピアニストや技術アド
バイザーも担当している。特に自身が主宰する泉陽高校出身者による男声合唱団Chor.Draftにお
いては、YouTubeにて定期的に動画を配信し、朗読やバンド、アカペラ、器楽演奏、コントなど様 な々
ジャンルに挑戦して合唱のファン層を広げている。グループのマスコットキャラクター「どらふとん」も
石若自身によるデザインで、Ｔシャツ等のグッズも制作するなど、合唱エンターテインメントの新たな
可能性を目指し、様 な々活動をしている。晶子フォーラムでは2004年より音楽を担当している。

京都市立芸術大学音楽学部ピアノ専修卒業。ピアノを園田高弘・岩淵洋子・小澤雅世の各氏に、ピアノアンサンブルを田原冨子
氏に、室内楽を田口朝子氏に師事。岩淵龍太郎・中田喜直・廣瀬量平・ア－サ－グリ－ンの各氏にも多くを学んでいる。高等学校教
員として、特に合唱・吹奏楽・弦楽合奏の部活動指導に傾注する傍ら、現在に至るまでソロ・室内楽・協奏曲など、あらゆる分野の
演奏会に出演。声楽や管弦楽器・合唱の伴奏も積極的に行い、好評を得ている。長年にわたり日本ピアノコンク－ル(現在は終了)
審査員・実行委員を務めたほか、コンサ－ト･プログラムの曲目解説への執筆や、合唱曲の編曲も数多く手がけるなど、音楽全般に
広く活躍している。現在：大阪府立泉陽高等学校・教諭（総務部長）、大阪府高等学校音楽教育研究会・理事、大阪府警察合唱
団・技術顧問、和泉市久保惣記念美術館Ｅｉホ－ル・コンサ－ト委員、和泉市音楽家連盟｢音の和｣ 会員、堺市合唱連盟・理事。

石毛明生　指揮・ピアノ

石若雅弥　指揮・作曲

ヴォーチェ・コン・カローレ
「与謝野晶子」の詩曲「君死にたまふことなかれ」に深く感銘を受け、晶子を歌
いたいとの意思のもと「ヴォーチェ・コン・カローレ」《(伊)熱く歌うの意》を2004
年に結成致し18年となります。「晶子フォーラム」「チャリティー春待ちコンサート」

「教会コンサート」「自主記念コンサート」等で合唱を通して「晶子の歌」を紹介し
ております。その偉大な足跡を学びながら、月1回の練習を楽しみに熱く熱く歌っ
ております。

出演者	〈ソプラノ〉濱中伸子　宇田秀子　釜野眞規子
	 〈メゾソプラノ〉河合悦子　谷中志づ江　
	 〈アルト〉和泉良子　大野和子

Chor.Draft （コール・ドラフト）

2009年、大阪府立泉陽高等学校出身男子により男声合唱団として結成。メンバーの平均
年齢は20歳代前半。堺市在住の作曲家石若雅弥プロデュースの元、「合唱」というジャン
ルにとらわれず、器楽演奏や朗読劇・コント・ダンスなどをこなす総合エンターテインメント
集団を目指しています。動画サイトYouTubeにて定期的に動画を配信し、チャンネル登録者
数は１万人超。その活動は日本テレビ系朝の情報番組「スッキリ！！」でも特集される、ユー
チューバー合唱団の先駆けです。2015年夏、合唱作品を収録した「どらふとーん！」でＣＤ
デビュー。2017年3月、合唱曲をポップス風にアレンジ収録したミニアルバム「風のマーチ」
を発売。マスコットキャラクター「どらふとん」も人気で、グッズ制作などもおこなっています。

出演者	〈テノール〉肥子谷拓矢　小倉卓也　藤澤新　大黒朔也
	 〈バス〉坂井威文　田中滉介　下村一徳

コールいづみ有志
2016年泉陽高校卒業生・旧職員による女性コーラスとして発足し、2020年男性が参
加、混声合唱団となりました。現在、団員は14名で、泉陽高校卒業生の石若雅弥先生
のご指導を受け練習を行っています。月2回、月曜日の午後に泉陽高校同窓会館で、石
若先生の作曲や編曲の合唱曲を歌っています。

出演者	〈ソプラノ〉安保恵以子　今西和代　廣田恭子
	 〈メゾソプラノ〉松永直子　三上摂　
	 〈アルト〉武田繁子

大阪府立泉陽高等学校音楽部
泉陽高校音楽部は創部７０年を迎える、学校内の文化的活動の中心として活動を続け
てきたクラブです。毎年４月に開催している定期演奏会は、ユニ－クな内容で好評を得て
います。また、これまでに何度にもわたりＮＨＫ全国学校音楽コンク－ル、全日本合唱コン
ク－ルの大阪府大会において金賞を受賞、いずれも大阪府代表として近畿大会へ出場
しています。このほか本校の前身・堺高等女学校出身者である与謝野晶子の詩による
合唱曲をさまざまな場で紹介するなど、多岐にわたり積極的な活動を続けています。

出演者	〈ソプラノ〉住田好　西尾みやこ　松井陽香　酒井ちい穂		小林優羽
	 〈アルト〉鳴神冴菜　手越聖來　藤田絢音　岩崎紀佳
	 〈テノール〉白谷裕太　横田圭汰　山田裕貴
	 〈バス〉迫園悠真　荒木勇人　中島祐輝　高瀬健太

“ ”

聞き手＝たつみ都志
与謝野晶子倶楽部副会長、武庫川女子大学名誉
教授、谷崎潤一郎記念館前副館長、2019年兵庫
県文化功労賞受賞、YouTubeたつみ都志の文学
講座。
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与謝野晶子倶楽部設立25周年を記念して、
歌人 道浦母都子氏を迎えて、たつみ都志氏との対談を開催します。

　与謝野晶子の生き方を語る　
　～ジェンダーの視点から～

一流の歌人であり、12人の子どもの母。仕事に家庭に八面六臂の活躍をした
スーパーレディ・与謝野晶子。そんな晶子の生き方を、現代歌人のレジェンド・
道浦母都子が語ります。聞き手は谷崎研究家のたつみ都志。
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